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( H 1 5 . 6 . 2 7 まで に計 6 回)

地域別 の メ ディ カ ル コ ン ト ロ ー ル

協議会設置 に向 けて の検討会

( 新発田, 新潟, 長岡, 上越で 実施)

新潟県メ デ ィ カ ル コ ン トロ ー ル 研

究会報告書とりま とめ

上越地域メ ディ カ ル コ ン ト ロ ー

ル

協議会設置

新潟県メ ディ カ ル コ ン ト ロ ー ル協

議会設置

地域別 メ デ ィ カ ル コ ン ト ロ ー ル 協

議会開催打合せ 会議

( 県 ･ 全保健所)

( 参 考)
･ 県内 の 除細 動 の 実 施 体 制 ( H 1 5 . 10 .

3 0 現在)

3

4

整備済 : 18 消防 , 未整備 : 1 3 消防
･ 他県の 協議会設置状況 ( H 1 5 . 5 現在)

全 県設置 済 : 47 都道府県, 地域誤

置済 : 38 都道府県

県協議会と地域協議会の 役割

今後の 課題

①新発田, 新潟, 長岡地域の 協議会が未設置

一 特に , 新潟, 長岡は 10 を超える消防本部

と郡市医師会の 調整 , 協力病院間の 調整

が必要

②協議会は設置済の 地域で も, 気管挿管の 実施

に向け, 諸条件の 整備が必要.

一 実際の 活動 に は, 予算確保, 契約締結を

経て 来年度 に本格実施 へ

③ マ ン パ ワ ー の 量的, 質的な充実 が必要
- 医師確保, 救急救命士養成 , 教育

･ 研修

体制整備

④
一

般県民 へ の 普及啓発

⑤地域間格差 の 是正, 標準化

6　地域メディカルコントロール体制の構 築 ～ 保

健所の 立場か ら

山崎 理

新潟県糸魚川保健所

昨年度か ら新潟県 の メ ディ カ ル コ ン ト ロ ー

ル 体

制整備が 図られ る中, 平成 1 5 年度 当初の 段階で

は
, 地域に おい て はほ ぼ ゼ ロ か らの ス タ ー トで あ

っ た . その 後, 地域の 消防本部, 医療機関, 医師会

の 協力の もと, ｢体制 に段差 が生 じて はならない+

と の 理 念 を掲 げ, 関係者 と の ｢顔 の 見え る 関係+

に基 づ く仕 組 み づ くり を心 が けて きた . 平成 15

年 8 月 7 日, 全県に先駆 け上越地域メ デ ィ カ ル コ

ン ト ロ
ー ル 協議会が発足 し,

一

応 の 体制が整 っ た .

現在, 対応 の中核部分 に踏み込ん で更に検討を重

ね, 其の 体制 の 構築 をめ ぎして い る . 上越 M C 圏

域で は , ①地域 の リ
ー

ダ
ー

と なる医師の 存在, ②

両消防本部, 保健所間の 人 間関係, ③管轄が おお

むね 一

致, ④関係機関の 数などか ら, ｢ 面と して の

体制+ を構築 しやす い 状況 にあ っ た と言 え る . 今

後, 他地域 で の 体 制構築 に 向け, 各地域 の 独立

性 ･ 自律性は尊重 しながらも, 新 た な体制づく り

に は
, 広域的見地 に立 っ た ｢外圧+ が必要と考え

られ る .


